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概要：2020年 11 月に発足した日本デジタル・ヒューマニティーズ学会「人文学のための情報リテラシー」研究会（JADH 

SIGLITH）では，国内外の教育動向の調査をはじめとする活動を通じて，人文学全般およびデジタル・ヒューマニテ
ィーズにおける情報リテラシーのあり方を習得できるカリキュラム案を作成することを目指している．本発表では，

2021年 3 月に開催した同研究会主催の若手研究者発表セッションの企画・実施段階で得た学びを共有したい．同セッ
ションでの狙いは，日本国内におけるデジタル・ヒューマニティーズ教育体制の整備がいまだ充分ではないことを背
景に，デジタル・ヒューマニティーズ分野における研究実践に取り組んで日の浅い若手研究者による発表に対して，

各分野で活躍する先達の研究者による指導的コメントを寄せることであった．言い換えると，学会発表の形式を取っ
た公開指導会を企画したのである．その際，コロナ禍におけるオンライン開催だったことは，日本各地そして海外在
住の研究者にコメンテーターとして参加していただくための後押しとなり，結果として大学横断型指導環境を実現す

ることができたと考えている．ただし，前述のような指導的機能を学会発表に持たせることは困難を伴うものでもあ
り，その意図を発表者以外の聴講者に充分告知することができなかったという反省もある．本発表では，これらの反
省を踏まえつつ，今後の活動を展望したい． 
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1. はじめに   

本発表は，第 127 回人文科学とコンピュータ研究会発表

会の企画セッション「コロナ禍を通して得た大学教育／人

材育成に関する知見」の一環として，筆者が主査を務める

日本デジタル・ヒューマニティーズ学会「人文学のための

情報リテラシー」研究会（Japanese Association for Digital 

Humanities, SIG: digital LITeracy for the Humanities. 以下，

JADH SIGLITH）の活動を基にポストコロナ時代の教育・人

材育成の環境や方法について，多様な学会参加の重要性と

ジェンダー問題を絡めて試論的に展望するものである． 

2. JADH SIGLITH の位置づけ 

2.1 会の設立背景とねらい 

まず，情報保存の意味も込めて，JADH SIGLITH のねら

いについて，その設立趣意書[1]から確認しておきたい． 

 

2020 年 11 月 20 日，JADH2020 開催に先立ち，ワ

ークショップ「人文系大学院における情報リテラシ

ーの在り方」が開催された．ここにおいて，人文学の

教育研究における情報リテラシーを確立することが

喫緊の課題であることが確認された．その内実につ

いては，固定的なものであるよりもむしろ，デジタ

ル技術の急速な進展や人文学の多様なニーズにあわ

せた柔軟かつモジュール的なものとなることが望ま

しいこと，情報リテラシーが単なる読み書き技術に

とどまらず，人文学の新たな基盤となりつつあるデ

ジタルメディアに対する学問的な態度決定の問題で

 
 1 千葉大学   

   Chiba University   

 

もあること等が確認された．また，こうした状況に

足場を形成するためのよりどころとして「Invisible 

College of Digital Humanities」が大向一輝氏（東京大

学）により提唱された． 

 このような課題は，まさに JADH が取り組むべき

ものであることから，このたび，「人文学のための情

報リテラシー」研究会（SIG: Digital Literacy for the 

Humanities）を設立し，今後の議論の場を提供するこ

とを提案する．具体的な活動としては，議論の場を

形成するための各種 SNS での情報発信，情報交換の

ための会合，アウトリーチのためのシンポジウム開

催等である． 

 なお，類似の課題に取り組む可能性のある学協会

が他にも様々に存在することから，本研究会の活動

は，必要に応じてそれらと連携することを含むもの

とする． 

 

引用文で言及されている JADH2020 のプレワークショップ

では，大阪大学・東京大学・千葉大学におけるデジタル・

ヒューマニティーズ教育の状況報告に始まり，その上で今

後の教育環境の整備などに関する議論が展開された[2]．こ

の趣旨書のうち，本発表でとくに注目したいのは，大向一

輝が指摘した「Invisible College of Digital Humanities」の発

想である．後述のように，日本国内における教育整備が充

分でない状況で，時間的・空間的制約を超えて教育活動を

展開することは，目指すに値する達成目標だと考えるから

である． 
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2.2 DH教育に関する国内外の概況 

近年，日本各地の大学・大学院において，デジタル・ヒ

ューマニティーズ教育関連の求人が増えつつあり[a]，また

ポスト設置には至らずとも関連講義が開設されるようにな

ってきた．この状況下で JADH SIGLITH が課題として考え

ているのは，新しい教育プログラムを考案する際の日本語

の参考情報が充分に豊富ではないことである．このことは，

関連領域である人文社会系分野におけるデータサイエンス

教育の教材について，たとえば滋賀大学や東京大学による

ものが参照可能であること[5][6]，情報処理学会によるデー

タサイエンティスト育成のためのカリキュラム案[7]が公

開されていることなどと比べられたい． 

海外におけるデジタル・ヒューマニティーズ教育に関す

る参考情報も豊富である．[8]や[9]を手に取ってみれば，講

義の中にデジタル・ヒューマニティーズ的手法をどのよう

に取り入れるか，シラバスをどのように設計するか，そし

て実際に公開されているシラバスの情報を得ることもでき

る．また，推奨参考文献の一覧を公開する試み[10]や，どの

国・地域でどのような教育プログラムが行われているかの

リスト[11]など，デジタル・ヒューマニティーズ教育に関す

る様々な種類の情報が豊富に蓄積されていることがわかる． 

他にも，コロナ禍以前に始まった取り組みではあるもの

の，e ラーニング型 DH 教育の事例として，ハーバード大

学の MOOCs を中心とした修了証つきプログラム[12]が注

目される．同プログラムでは，DH に関する様々な分野の

専門家へのインタビュー動画の視聴や課題文献の読解，理

解度を確かめるクイズ，構造化テキストを例にほかの受講

者の演習課題を採点する課題など，随所に工夫が凝らされ

たプログラムになっている．何より JADH SIGLITH のねら

いに照らし合わせて重要なのは，DH 教育が時間的・空間

的制約を超えて展開され始めているという事実である． 

3. JADH SIGLITH の取り組み 

3.1 若手研究発表セッション 

 前述の通り，日本国内では DH 教育体制の整備はまだ充

分には進んでいない．このような事情に鑑みて JADH 

SIGLITH では，DH 的手法を研究に取り入れて日が浅い日

本国内の若手研究者に対し，各分野で活躍する先達の研究

者による指導的コメントを寄せる機会をつくることにした．

言い換えると，学会発表の形式を取った公開指導会を企画

したのである．コロナ禍での開催ということで，Zoom を用

いた同時双方向通信形式をとった．この企画の背景には，

イギリスのロンドン大学歴史学研究所（Institute of Historical 

Research）のデジタル・ヒストリー講座がその活動の一環と

して開催している，大学院生による研究発表パネル[13]が

あったことをここに付言しておきたい． 

 
a) 筆者の本務校である千葉大学を中心に展開されている卓越大学院プロ

グラム[3]もこの流れの一環に位置づけられる．2018 年時点における日本

若手研究者のキャリアアップに少しでも貢献しつつ，教

育的効果を高める意図で，発表応募者のテーマに詳しい先

達の研究者からのアドバイスを質疑応答の冒頭部分に必ず

配置するようにした．参考までに，当日のプログラム[14]を

以下に示す． 

 

1. 七星純子（千葉大学大学院人文社会科学研究科） 

「若年女性農業従事者の綴りの言説分析：雑誌『農業千葉』

の表紙を飾った女性たちは何を綴ったのか」 

コメンテーター：村井源（公立はこだて未来大学） 

2. 山下泰生（神戸大学大学院人文学研究科） 

「ケーフェンヒュラーの『日記』の網羅的分析に向けて：

テキストマイニングを用いた全体把握の試み」 

コメンテーター：山田太造（東京大学史料編纂所） 

3. 長野壮一（フランス社会科学高等研究院） 

「GISを利用したフランス都市政策思想史研究のための予

備的考察：共産党市政期ジュヌヴィリエにおける住宅供給

事業を例に」 

コメンテーター：後藤真（国立歴史民俗博物館） 

4. 樋口諒（日本学術振興会特別研究員 PD（金沢大学））・

村田光司 

「三次元デジタルアーカイブによるギリシャ・ビザンティ

ン聖堂遺跡群の研究資源化」 

コメンテーター：熊倉和歌子（東京外国語大学アジア・

アフリカ言語文化研究所） 

5. 田辺まりか（大阪大学大学院言語文化研究科言語文化

専攻） 

「日英機械翻訳における日本語省略表現訳出分析と事前

学習モデルの改良：Wikipedia 日英京都関連文書対訳コー

パスを用いて」 

コメンテーター：村井源（公立はこだて未来大学） 

6. 伊藤静香（千葉大学大学院） 

「近世日本における異国情報受容の分析：天竺徳兵衛渡海

譚のテキストマイニングを通じて」 

コメンテーター：山田太造（東京大学史料編纂所） 

7. 高倉優理子（慶應義塾大学理工学部訪問研究員） 

「音響分析・合成を伴う作曲過程の視覚解析」 

コメンテーター：藤永一郎（マギル大学） 

8. 河合竜太（同志社大学大学院文学研究科博士後期課

程）・東風谷太一・鈴木健雄 

「既存のデジタル・アーカイブとツールを活用したドイツ

史研究の可能性と課題：社会ネットワーク分析の視点から」 

コメンテーター：吉賀夏子（佐賀大学） 

国内の DH 教育の全体像については，[4]に詳しい． 
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9. 阿部晃平（立教大学大学院） 

「Tropy と TEI を用いた未校訂史料の構造化と Excel によ

る可視化」 

コメンテーター：永崎研宣（人文情報学研究所） 

 

 上記プログラムのうち，とくに注目したいのは発表者と

コメンテーターの所属の地理的広がりである．国内外のさ

まざまな場所から学術コミュニケーションが取れたことは，

オンライン学会ならではの利点であった．半日のイベント

とはいえ，JADH SIGLITH 設立の際に目指していた大学横

断型の教育環境を実現できたと考えている． 

3.2 課題 

 一方で，いくつか課題も見られた．まず，発表者とコメ

ンテーター以外の参加者による発言をある程度制限せざる

を得なかったことである．会の性質上，教育的効果を高め

るために事前に依頼していたコメンテーターからの発言を

優先したため，すべての参加者の積極的参加を促すことの

できる環境ではなかった．この点については，事前の告知・

説明が充分ではなかったと反省し，今後のイベント開催の

糧としたい． 

4. おわりに：学界の多様性にむけた考察 

他にも，一般的なオンライン学会の課題として，発表時

の聴衆の反応が表情などから把握しにくいことや，身振り

手振りを交えた微妙なニュアンスの伝達がオンラインでは

比較的難しいことも挙げることは可能である． 

しかしながら，オンライン学会にしか実現できないこと

もある．前述の JADH SIGLITH のイベントのように，地理

的な制約を容易に超えた学会参加もそのひとつである．ほ

かにも，2020 年に ADHO が主催したデジタル・ヒューマ

ニティーズ会議のように，事前にレコーディングした研究

発表を聴衆が好きなタイミングで視聴しておき，決められ

た時間になって質疑応答が行われるという非同期型の学会

運営も実現可能である[15]． 

非同期型の学会運営の利点は，参加者に対する時間的拘

束を緩和し，たとえば休日に行われる質疑応答に向けて平

日に発表準備を事前にできるように時間を配分するなどの

工夫をすることで，結果的に多様な参加を促すことができ

ることであると考える．近年のデジタル・ヒューマニティ

ーズ学界の国際的な関心事として，参加者・実践者の多様

性を確保することが挙げられる．欧米の英語圏を中心とす

る研究者・組織だけでなく，言語的・文化的な広がりを持

たせようとする意識は，ADHO 内の Multi-lingualism & 

Multi-Culturalism Committee[16]の存在や，JADH も含めた各

国のデジタル・ヒューマニティーズ学会の設立に具現化さ

れてきた[17]． 

この潮流に加えて注目したい学界の多様性の要素は，ジ

ェンダーである．Amy Earhart らは，2006 年から 2015 年ま

での Digital Scholarship in the Humanities 誌の大会特別号に

おける引用状況を分析したところ，図 1 に引用したような

ジェンダー間の偏りが明らかになった [18]． 

 

 

図 1 Earhart らによる DSH 誌の引用状況における 

ジェンダー不均衡を表したグラフ 

Figure 1 Graph showing Inequality of the Citational Practices 

in the Digital Scholarship in the Humanities’ Conference 

Special Issues, by Earhart et al. 

 

もちろん，ジェンダー不均衡の問題には，複合的な要因

が考えられると思われるが，本発表では学会運営のあり方

に注目してみたい．前述の DH2020 のように，時間的拘束

の少ない非同期型の研究発表により発表者・参加者の属性

にどの程度の変化があったのかについてはまだ調査できて

いないが，たとえばある女性研究者の個人ブログではオン

ライン学会の利点として，育児と研究を両立させやすいこ

とが挙げられている[19]．この指摘は，男女問わず育児や介

護などに従事する研究者の学会参加・研究活動の継続性を

考察する上で重要であると思われる．たとえば医学界では，

出産・育児や家事の負担が原因でキャリアアップが難しい

女性医師の労働環境の改善に向けた提言がなされているが

[20]，この問題は Earhart らが図 1 で指摘したデジタル・ヒ

ューマニティーズ学界におけるジェンダー不均衡の現実と

相通ずるものがあると考える． 

様々な理由でオフライン学会に参加することが難しい

研究者に対して，多様な学会参加のあり方を確保するよう

に手配する必要性は，コロナ禍におけるオンライン学会の

経験から改めて認識したいことではないだろうか．筆者も，

JADH SIGLITH の活動を展開する中で，学会運営・研究環

境の多様性の確保に向けた取り組みを設計していきたい． 

 

謝辞 JADH SIGLITH の設立，定例委員会の開催，若手研

究者発表セッションの開催にご尽力・ご協力くださった永

崎研宣先生，大向一輝先生，田畑智司先生に謝意を表しま

す． 
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